
Title 志摩的矢湾の夏季のプランクトン性状(1953年および1954年)

Author(s) 川村, 輝良; KAWAMURA, Teruyoshi; 福島, 菊夫 他

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 21(2), 113-122

Issue Date 1970-08

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/23418

Type departmental bulletin paper

File Information 21(2)_P113-122.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



志摩的矢湾の夏季のプランクトン性状 (1953年および1954年)

川村輝良*.福島菊夫**.唐牛公平林*

Observations on也eSummer Population of Phytoplankton in Matoya 

Bay， Shima Peninsula， 1953 and 1954 

Teruyoshi KAWAMURA，* Kilruo FUKUSHIMA** and Kohei KAROHJI紳*

Abstract 

Ma.ω'ya. B晶Y(12.5 kmS) is晶ninle色ofa.n extremely complic晶偽dcon旬 ur(Fig. 
1). The we蜘 'rninnermo的 basini日明ry日ha.llow，晶boutone me総rdeep. The 
na.rrow me晶nderingpω鍋 gebeも，we岨ぬeinnermosも自h晶1I0wbasin阻 d仏.epor事
阻 chor晶geoutside is 200 m wide in岬町品ge，6 km long and with a dep出 of6-15m. 
The por色晶nchorag冶 occupies品nar・eaof abou色6kmswith品 depthof 15 -20 m 
(Sa.to， 1968). 
Inもhesummer of 1953，七hecomposition of phyω'plank色onpop岨lationin 
vari目)usparts ofぬeb品，yw制 observedby K. Fukushima. and in仙.esummer of 
1954，ぬesuc棚田ionof phy句pla.nktonpopula品ionfrom July岨 se刊m加rwω
ob悌何百dby K. Karohji. In addition， brief experiments on the growぬ ofdi晶旬ms
in di貸erentkinds of w錦町 (T.K晶，wamura)were m晶de.
The phytopla.nkton occurring in July-Sepもemberfor two summ四百 W制
∞mposed of seventy species of diatom日and飴nspecies of dinoHagelIates (Table 
1). Di晶ωm自 popula.tionwωrepresenもedby three m晶jorgroups， Ohaetocer08， 
T加lωsiothrix姐.dSkeletonema. Fぽ thermore，もhe(J加仰cer08group wa.s m乱inly
represe叫edby specie呂田uchas Oh. lorenzian叫ん Oh.affinis， Oh. ω骨そpress別 ，Oh.
curviset'Us e色c. It was followed by the T加lassiothrixgroup ωmposedofT加l'thrix
fraueゆ臨4品ndT，加 l'thrixlo吋iss伽唖. Skeleto附加 C倒的伽moccurred in阻a.1I
qu抽出y..The Ohae胸骨'osgroup occurred predomina.tingly from early till mid 
Augu同組.dthe ThaJassiothrix group a.ppea.red晶bunda.ntly也 September(Fig. 5). 
The phy句 1品nktons協同時 cropw品目 poor(0.45 x 10' cellsll)凶伽 innermost
b品目in，moderate (11.9 x 10' cellsfl) a.t the p乱呂田a.gea.nd rich (20.6 x 10' cellsfl) at the 
port anchor晶geof the bay in仏.eSUJllmer of 1953 (Fig. 4). 
A red tide m晶inlycontributed by 000仰 ceros晶ppearedin the b晶yduringもhe
period企omAu♂1日む 18till Sepもember2， 1953， with色wop時kson Augu凶 18晶nd
Augu凶 30-September 1 respectively (Fig. 6). A remarkably high production抗
the pe品kscoincided wiぬもheconsidera.bly low sa.line condition. This low自乱line
wa.ter w品目 dueもothe mixing of the 0血horew晶旬rwiぬ rainw，晶飴routHowing f回m
the top of色heb晶，y. The time duration from the appearance ofぬeo館Shore
鋤 linew乱飴ra.t the mouth of仏.ep品目陶酔もo也eproduction of晶 richphytoplankもon
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population was coun飴dもobeぬ.reeto four d晶，ys. In 8i伽 cultureexperiments on 
diaω，ms were m晶白色hrough七heuse of bottles suspended atもhep品目sage. Some 

bo悦，lescontained offshore water (18.59 01 %0)， others inlet water (15.09 01 %0) or 
mixed wa飴r(16.48 cl活。)晶nof them with Chaetocer08 sampled fromぬepassage 
W品目 inoculated inもo. The resul旬 revealded that もhe C.加etocer08 population 
grew better in the inlet and mixed wa品erぬ乱nin色heoffshore w晶ter(Fig. 8). 
However， nutrien旬 werericher in仙.e0宜'shorew晶句rもhaninぬeinlet water (T晶ble
2). Some natures of凶白色w脚 r醐 med色obe good forもhegrowぬ ofC.伽 tωer08.

的矢湾 (Fig.1)は三重県志摩半島東端K位置し， 東西8km，南北 2km(平均1.2km)の錯綜し

た海岸線をもっ総面積約 12.7 km2を占める湾で， その海洋学的並11:プランクトンの消長については，

長年の観?J{Ijを整理した結果の概要を佐藤 (1968)が発表している。

湾はカキ，真珠貝の有名な養殖場であるが，養殖事業は 1919年のアコヤガイ半円真珠養殖にはじ

まり， 1927年のカキ垂下養殖に至って決定的となった。カキおよび真旅貝の筏養殖に際して，台風，

津波，豪雨，赤潮，過殖による自然餌料の不足，漁場の老化などの問題があげられるが，本湾は上下

潮の流速が大なるため，養殖貝の排池物堆積による漁場の荒廃現象は著しくない。現下の最も重要な

問題はカキ，真珠貝の適正な養殖密度を求める乙とにあるように感ぜられる。

著者の一人福島は1953年夏季的矢湾全般に亘り，プランクトンの性状ならびに折柄発生した赤潮を

観察し，また翌年1954年夏季には唐牛が湾内水道部のプランクトンの状態を調査し，川村は植物プラ

ンクトン増殖に関する若干の実験を行なった。

本報告は ζれらの結果を総括したものである。本研究にあたり，多大の援助と助言をあたえられた

的矢湾養嘱研究所長佐藤忠勇氏に深甚なる謝意を表する。

1. 的矢湾の性状概要

的矢湾の地形，海水流動並Kプランクトンの消長の概要については，すでに佐藤(1968)が報告した

ととろであるが，その特徴を簡単に述べると，湾は東西Kのぴ，湾口K望む広い湾部を乙えると，狭

溢な水道部となり，湾奥部は再び広がり浅くなっている。湾の海水の流動は潮の干満と東西方向の風

K支配され，湾内と外洋との海水は激しく交流している。湾奥部は淡水の注入tとより，低塩分で栄養

豊富な区域となる。植物ブランクトンの増殖は通常2月と 8月に観察される。 2月の増殖は冷水性珪

藻によるもので， ζの時期には水の上下密度差がちいさく混合がおきて，下層からの栄養物質が上層

K回帰する。 8月の増殖は雨期後の湾奥部からの栄養物質の補給と潮の干満に伴う上下層の混合によ

るものである(佐藤 1968)。

11. 的矢湾各区域の植物ブランクトン性状 (1953年夏3

1953年(昭和28年)8月14日-15日における水温 lFig.2)は奥部11:高<，水道部を経て湾部に低い。

すなわち，深度の浅い湾奥では全層280Cを，水道部では表層一底層280C-240C，湾部では27・C-
240Cを示した。水道部および湾都の上下両層聞の温度差は 40Cおよび 30Cであった。奥部の海盆

(Fig. 3)は河川水の注入tとより，かなりあまい状態 (σ1d22.00)にあり，乙のあまい海水は外洋から

侵入した海水と混合しながら表層を水道部を経て湾部K至仇外洋水にちかい塩分 (σ踊 24.00)とな

った。水道部および湾部では底層κ塩分濃度の高い外洋水 (σ1d25.00)があって，上下両層K軽い傾
度が観察された。 8月は例年温度躍層の発達する時期であるが(佐藤1968)，本観，7J!.ljlとおいても水道部，

湾都にとの傾向が観察された。燐酸塩態燐(Fig.4)は表面一底部の平均で2.9-6.2μ，ga'回 sflの範囲に
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Fig. 1. Ske的hm晶pof Matoy晶 B晶，y.showing the location of hyゐographic晶，nd
plankωn observations (after Sato， 1968) 
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Fig. 2. Distribution of temperature in the longitudin乱1section of M晶句y晶Bayin the 
summer，1953 
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Fig.3. Dis凶butionof spec温cgravity in the longitudinal自ectionof MaもoyaB晶，yin 
the summer， 1953 
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あり，各水域を通じ，植物プランクトンの増殖を抑止する量(Goldberget al.， 1951; Ketchum， 1939; 

Steel， 1958)よりはるかに多く含有されていた。

植物ブランクトン(Table1)は約90種を産し，珪藻群と鞭毛藻群で占められた。 ζのうち，珪藻群

は約80種そ含み圧倒的に多く，細胞数で全植物ブランクトン約9096を占めた。珪藻群をさらに分け

ると，全採集地点を通じて出現した25種をふくむ Chaetoceros群が全珪藻群の 70-8096を占有し

た。また乙の群は Chaetoceroslorenzianus， Ch. compressus， Ch. curvisetus， Ch. costatusの 5

種で代表されていた。 Chaetoceros群についで多く出現したのは Bacteriastrumhyalinumで，

Tぬle1. P均色opl晶nk旬nspecies occurring in M的oy晶Bayin色hesummers of 
1953 and 1954 

M elosira bON'eri 。080仇odI8，ωsω00叫付制s
008C. stellari8 
008C.悦argi附 t制
008C.ω叫ci時，'/11旬8
008C.ωteroo町phal1ω
008C. gigω 
OOSC. sp. 
Plank加山lla801 
T加加8i08irapωゆa
T加Z.8秘btilI8
ThaZ.ゐcipie制
SkeZetOfl.emaω8ta加m
Step加似事yx必pal:側 ria偽a
St.筒句IpO拘ica
DωtyZiω01帥 med伯作脚4也S
Lepめcyli'鵠dnω伽ni，仰 8
Oorethr叩 Ny8trix
仇ti削減aflωc，地
Rhizo80le偽iaalaω 
Rhiz. 8tolterfothii 
Rhiz. rぬ制的
Rhiz. im扮4ωu
Rhiz. setigera 
Rhiz. 8tylifor仰，I8
Rkiz. ω，roor・仰i8
Rhiz. kebeωu 
Rkiz. setigera 
Rhiz. MW州側U
Rkiz.日'p.
Bacteriasかumhyali，仰m
Bact.ω冊08um
。加et，ωerosae'回制
Ok.ωMωt旬8
Ok. aa'抑制
Ok. boreali8 
Ok. pervia:協叫8
Ok.pen伽I回
Oh. aecipi師 8
Ok.伽ω抑制S
Oh.ω押切T倒 8U8
Oh. aia抑制U
Oh.ω側 T制御
Ok. V，側 H仰向kii
Oh. affi時.I8
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Ok.ω8tat制
Ok.lMinio8制
Ok. pelagicus 
Oh. bre!JI8 
Ok. 8ゆ S倒帥仇ω
Oh. seir:acanth1ω 
Oh. aitJer.拘 8
Ok. mω801附協8I8
Ok.p8側ゐmnitu8
Ok.側 rvi8et'伽
Oh. aebilI8 
Oh. raaica刑
011，.制 eiali8
Bia，伽 Zphiapulehella 
Biaa.8ine制 I8
Biaa. mobile削 i8
Biaa.お協がω司trI8
Tバωrati.棚 lfa'例ω
Trie.側 leriω削悦
Hemi側 1別加畑kii
Hem.自Ip.
Oera的也u，陥berg，側 ii
Dityl'糊 brigktωellii
Dit. aol 
Euω押そpiazoodiaeu8 
Oli~脚ωài包，m fr側 enfelaian'叫m
Ol. bioω偽仰側m
A8terionella j噌側伽
T加las8め陶manitzsehiodies 
T加1ω8iotkrixfratωnJelaii 
T加Z'tkrix ZOfI.併88伽 a
ThaZ' thrixωrvata 
NitBChia8eバaω
Nitz.ゐ吋I88Ima
R加bao?ωmaaariatioum 
Oeratil匂mω処ael，め刊例
O.furω 
O.li陶 at叫悦
0."制御
O. tripω 
O. amゐ旬m
O. maB8il'匂偽S
Periai'/IIUm oooanioum 
P. aeprω制悦
P.peU凶 ia1仰
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本種は塩分濃度の高い湾部11:多く， f~般の奥部には全く分布せず， Melosira borreri， Bacillaria 

paradoxumの2種が奥部水域t吋〉ぎって出現したのと対照的であった。またSkeletonemacostatum， 

Thalassionema nitzschioidesの2種は全湾IL広く分布し，低塩分の奥部水域にも比較的多く出現し

た。 ζの2種は典型的沿岸種であり， 可成りあまい塩分水域11:分布するが， Uyeno (1961)によれば，

大阪湾での好適塩分濃度は Skeletonemaで14.0-15.0Cl%o， Thalassionemaで15.0ー16.0Cl%oで

ある。鞭毛藻類は Ce1・atium，Peridiniumの両属で代表されるが，珪君臨類11:較べて極めて少数で，僅

かに10種が出現したが，よく調べれば，なお多くの種が記録されるであろう。

的矢湾の夏季における珪藻類の出現種について佐藤 (1968)は約45種をあげているが，今回はさら

に35種を追加した。 ζのうち今回卓越して現れた種は Chaetocerosa~担is， Ch. lorenzianus， Ch. 

did少nus，Thalassionema nitzschioides， Thal'thrix fトauenfeldii，Bacteriastrum hyalinum， 
Skeletonema costatum， Asterionella jap側 ica，Rhizosolenia alata等であって，本観察におけ

る優占種は佐藤 (1968) の記録とほ Y同じであった。追加された種は Chaetoceros，Rhizosolenia， 

Coscinodiscus属にはいるものが多かった。

植物プランクトン現存量は一般に湾奥部にすくなく (0.45 X 109 ce1l5Il)， 1湾部tζ多く (206X 109 cells 

Il) ，水道部は中間的値 (11.9 X 109 ce1l5ll)を示した (Fig.4)。

III. 的矢湾水道部の植物ブランクトンの性状 (1954年)

1954年夏季の水温，塩素量ならびに燐酸塩態燐は Fig.5 A， B， C 11:示す。水温 (Fig.5A)は7月

中旬 (22.9'C)ー下旬 (24.4'C)の上昇は徐々であったが， 8月初旬から急速となり 8月中旬に最高

(28.6'C)に達し，その後下旬まで一時的に降混はあるが，比較的高温状態を持続した。 9月初旬に

は台風の影響をうげて一時的に下降するが (23.9'C)， 本格的に気温の影響をうけて降温するのは9

月中旬以後であった。塩素量は全期聞を通して 10.42 Cl%o (9月11日)ー18.40 Cl%o (7月31日)に変

動し， 7月18日 (12.93 Cl%o) ， 8月12日(14.50 Cl%o) ， 9月11日 (10.42 Cl%o)に著しい低値を観測

したが，乙れらはいづれも豪雨の影響による出水に由来するものであった。燐酸塩態燐 (Fig.5B)は

7，8月の測定を欠くが， 8月31日に 5μ.gaωmsll，9月にはいって台風による携持および雨水注入に

よって 8.5μ，gat個 151lまで増加した。

植物プランクトン (Fig.5B)は7月24日-31日に 3-4∞15l程度の増殖をみせたが，大増殖は8
月6日:からはじまり， 12日11:11cc/5l 11:達した。 ζの増殖は 18日までには 1∞15l程度κ衰え，さ
らに減少しながら 9月に移行した。乙の増殖のみられた時期は高温度 (27.5-28.5'C)，低蛾(1.45-

15.00 Cl%o)に経過した時期にあたっていた。

7月18日から 9月20日までの全期聞を通じて植物プランクトンは Chaetoceros群，Thalassiothrix 

群およぴ Skeletonemacostatumで占有きれた。 Chaetoceros群は Ch.lorenzianus， Cん a~nis，

Ch. compressus， Ch. curvisetusを主要種とし， ζれに，Ch. laciniosus， Ch. did少nus，C九 sp.

等が加わっていた。 Chaetoceros群につぐものは Thalassiothrixcurvata， Thal'thrix sp.， 

Thalassion仰 zanitzschioidesからなる Thalossiothrix群であり，さらに Skeletonemacostatum， 

Bacteriastrum hyalinumが乙れについで出現した。

ζれらの群別の出現組成は Fig.5C 11:示される。 Chaetoceros群は7月42-8596，8月36-8096，

9月 5-1196 を示し Thalassiothrix群は 7月 3896以下 8月 5096以下 9月 2596-6596，

Skeletonemaは7月1096以下， 8月 2596以下， 9月 1596以下を示した。以上を通覧して，Chaetoceros 

群は7，8月の高温の時期に優位にあるが，水の混合しやすい9月には Thalassiothrix群と交代し

た。 Chaetoceros群と Thalassiothrix群とでは7月一9月の期聞に相反する増殖の経過を辿った

が，Skeletonema は前2群とは関係なく変動した。 Uy叩 0(1961)によれば，Chaetoceros群は 16.5-
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17.0 Cl%oを増殖の好適範囲とし， 他方 Skelet側 emaは Chaetocerosよりもさらにあまい 14.0-

15.0Cl%oを好適範囲とするし，また Dr，∞'p (1959)によると Skeletonema は比較的うすい塩分

濃度 (11.1-13. 3 Cl%o)を好むから，おそらく，塩分濃度に支配されて，異なる増殖過程を辿ったも

のであろう。

IV. 珪.赤潮の発生とその推移 (1953隼)

1953年8月18日-9月2日K的矢湾に珪藻の大増殖が観察された。とのときの植物ブランクトンは

沈澱量で 0.8∞/1，細胞数 5x 1()d cells/l IL達し，海置は黄緑色を呈した。本湾では夏季IL珪藻の大

増殖がおきる ζとは珍しいととではない(佐藤1968)と言われている。との期間の水温，塩分，燐酸塩

態燐および植物プランクトン量は Fig.6A， B IL示す。水温は8月15日一22日は 270C前後で比較的

低温IL経過したが， 24日に至り 29.50CIL上昇し最高に達した。その後26日には一時的に 270CIL下

降したが， 28 日:再ぴ 28.50CI~上昇し，その後 9 月 7 日 26.80C の下降までほ笠岡温IL経過した。塩

素量は 7 月 15日の外洋水I~等しい 18.40Cl%oは 18 日 -22日に 16.50Cl%o以下に低下したが26日に

再ぴ高く (17.70Cl%o)なり， 30日までlます同値で経過した。 9月は5日の 17.70Cl%oを除き 8月下

旬よりも低値に経過した。

9月7日にみちれた水温および塩素量の低値は雨量記録より 9月3日の豪雨による出水の影響をろ

けたことはたしかである。 7月18日-22日の低温，低械については，とれを証拠t:てる雨量の記録が
ない。しかし，乙の期聞に燐酸塩態燐が増加していた事実から (Fig.6B)，おそらく山間部の局地的

降雨によったものと考えられる。乙のほかに8月15日， 8月26日の両日IL低温が観測された。乙の両
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日の塩素量は外洋水類似の高値を示し，前述の場合とは著しく相違していた。以上の事実から両日の

低温，高械水は潮流による外洋水の流入と考えた。

赤潮は Chaetoceros属を主成分とするもので，主要穫は一般に夏に優勢に出現する Ch.lorenzianus， 

Ch. affinis， Ch. curvisetus等であった。赤潮は8月18日:水道部附近f<::発生した。すでに述ぺた如く，

赤潮発生3日前の8月15日の環境は低温(270C)，高餓 (18.40CIゐ)，燐酸塩態燐は豊富な状態 (6.8

μ.g atoms/l) であった。発生した赤潮は8月22日まで比較的低温，低械，燐酸量は次第に減少する状

態下で徐々に減衰したが， 8月23日ー25日に至って再び濃密に増殖した。乙のときの温度は 280C-

29.50Cで，塩素量，燐酸量は上昇の過程をとっていた。と乙ろで， 8月26日至り， 8月15日に観測

されたと同じ現象(低温， 270C;高鹸， 17.60 Cl%o)が起り，赤潮は翌27日から濃密になりはじめ， 4

日後の8月30日から 9月1日まで大増殖を続け， 9月3日の大豪雨による出水と水温の低下(26.80C)

で終息した。赤潮の発生の8月18日から終息の9月3日までの期間， 燐酸量は 3.0-5.2μ.gatoms/l 

を示し，主として湾奥部からの補給で，増殖を抑止する極量 (0.55μgaωms/l)よりもはるかに多い

量で経過した。 ζの期間底層 (8m)における溶存酸素量は 4.0∞/l以上にあった。
辻田 (1968)は沿岸および内湾で水塊の溶存酸素の変化の動向を追跡する ζ とにより赤潮の発生を

予測できるとした。 ζれとは別に飯塚・入江 (1970)，上野 (1970)等は赤潮 (Gymnodiniumsp.)は

海底の無酸素水域周辺に発生する乙とから， 底層の無酸素水K誘発の的を絞った。そして飯塚・入

江 (1970)は無酸素環境において底泥から遊離される硫化物が赤潮ブランクトンの生長限害物質を除

去する働をするであろう ζとを認めた。本観察では，赤潮発生の当初から終息まで，前述の如く，無

気層，底成層は全く形成きれなかったから，赤潮の発生を無酸素水による誘発では説明できないo

Uyeno (1961)は大阪湾における珪藻類の増殖は，高温，低臓の環境下で生ずるととを述べた。志摩

沿岸K出現する赤潮は，伊勢湾附近に発生し，繁殖しつh潮流で移動し，的矢湾，英虞湾lζ浸入し増

殖して赤潮になる ζ とが知られている(佐藤 1968)。また，本観察では高麟，低温水の出現があって，

その後K低械になると赤潮状態が著しくなる ζとを知った。高餓低温水はおそらく外洋水であろうし，

ζれが赤潮の素質をもっていたとしたら，湾内水との混合によって稀釈され，昇温し，豊富な栄養塩

を得て増殖し赤潮に発達するととは考えられる。

v. 植物ブランクトン湘殖に対する湾内水および外替水の効果

1954年夏下記の実験が行われた。湾内(水道部 2m層)および外洋(管岬2哩沖 10m層)から採水

した海水を直ちに鴻過し，動物プランクトンを除いた鴻過海水を，湾内水，外洋水およびその混合水

(等量混合)をそれぞれ別K 250ccの酸素瓶(1組4-6本)に詰め， ζれを採水と同時に植物プラ

ンクトンネットで採集した植物プランクトン 0.2cc (同じ量を固定して沈澱量を測定) を接種し，

ζれらをいづれも S惚.4K吊下して，増殖した量を沈澱量で測った。 Table2は実験に使った湾内水

および外洋水の性質を示す。 8月9日と 8月17日の採水の湾内水および外洋水の主な相違は塩分と燐

酸塩にみられ，塩素量は外洋水K多く (17.89-18. 59 Cl%o) ，湾内水にすくなく (15.09-15. 82 Cl%o) ， 

また燐酸塩態燐は両固とも，外洋水K多く(1.8-5. 5μ.g atoms/l)，湾内水にすくなかった(1.0珂

atoms/l)。しかし， 湾内においてもその含量は植物ブランクトンの初期の増殖に充分足り得る量であ

った。 Fig.7は 8月9日採水の湾内および外洋水K，同時に採集した Chaetoseros属を主群とする

植物プランクトンを接種し，経目的にその増殖を観察した結果である。湾内水では吊下瓶内の Chae-

tocer・'os群の増殖は 5日目まで続くが， 8日自に至り減退した。他方外洋水ではその増殖は 5日目ま

で続くが， 8日目は 5日目とほ三同じく，著しい増減はみられなかった。 8日目における品下瓶内の

燐酸塩は増殖量の大きい湾内水では全く消費されており， 増殖量のすくない外洋水では 0.33μg

atoms/l程度に減少していた。上述の如く，Chaetoceros群の増殖量は湾内水，外洋水とも 5日目に
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最大を示したが，しかし両海水聞には増殖量に著しい相違があり，湾内水の 3.2ccl<:対して，外洋

はわずかに 0.7ccの増殖にとずまり，湾内水の 1/4.611:すぎない。また，増殖期間である 5日自の

増殖率も湾内水の O.5cc/day 1<:対して外洋水は 0.16/cc/dayでちいきし湾内水の 1/3程度であっ

た。 Fig.8は8月17日採水の湾内水，外洋水および乙れらの混合水(等量)f1: Chaetoceros群を接種

し， 0-5mの問の6層1<:瓶を吊下し 270-290Cで培養し， 5日後f1:増殖量を沈澱量の増量で測った

結果である。すなわち，Chaetoceros群の増殖は湾内水 (15.09 Cl%o)および混合水 (16.45 Cl~) によ

し外洋水 (18.59Clお0)で最低を示した。 Uyeno(1961)によれば，大阪湾では Chaetoceros群の

増殖する好適塩分濃度は 16.5-17.0 Cl~ で， ζの場合，温度が上昇すると塩分は低下し，温度が下

降すると塩分は高くなる関係にあった。本実験結果は Chaetocerosが高温で，あまい塩分濃度のもと

で，よく増殖した事実は Uyeno(1961)の結果に類似した。しかし，Chaetocerosの増殖が栄養塩類

が充分にある外洋水で規制されたり，あるいは内湾水で促進するのは，単純化海水の塩分濃度だけで

はなく，微量の阻害物質，または刺激物質が関係している乙とを示唆するものであろう。
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VI.総括

1953年および 1954年夏季の的失湾K出現した植物ブランクトンは，珪藻類と鞭毛藻類かちなった

が，珪藻群は全植物ブランクトンの約9096を占めた。珪藻群は 80種から成り Chaetoceros群，

T halassiothrix群およびSkeletonemacostatumで代表された。 Chaetoceros群は全珪藻の 70-8096

を占め，とれを代表するものは Ch.lorenzianus，Ch. affinis， Ch. compressus， Ch. curvisetus等で

あった。 Chaetoceros群についで多く出現したのは Thalassiothrix群で，Thal'thrix fraueufeldii， 

Thal'thrix longissima， Thal'nema nitzschioidesが主要種であった。 Chaetoceros群は主として高

温の8月l己主位を占め，上層水，底層水の混合しやすい時期，とく 9月ILThalassiothrix群が主位

ILtこった。

1953年8月に発生した珪藻赤潮は低温高臓の外洋水が湾内に流入し，湾内水と混合し稀釈され，昇

温したときに増殖した。また湾内水および外洋水を使った植物ブランクトン増殖効果実験においても，

高温，低塩分濃度下で増殖する乙とがたしかめられた。
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